
JP 2008-289548 A 2008.12.4

10

(57)【要約】
【課題】輪郭データの設定精度を劣化させることなく画
像データに対する輪郭データを短時間かつ容易に設定す
る。
【解決手段】被検体に対する超音波の送受信によって収
集され画像データ記憶部５に保存された時系列的な画像
データの中から選択した所望心拍時相の基準画像データ
における心内膜及び心外膜に対し境界点指定部１２２は
複数の境界点を逐次指定し、これらの境界点に基づいて
輪郭データ抽出部７が輪郭データ記憶部６から抽出した
過去輪郭データと輪郭データ推定部８が前記境界点に基
づいて推定した推定輪郭データを前記基準画像データに
重畳して表示部１１に表示する。次に、輪郭データ選択
部１２３は、境界点の追加指定に伴ない表示部１１にて
順次更新しながら表示される過去輪郭データ及び推定輪
郭データの中から基準画像データの心内膜及び心外膜に
好適な輪郭データを選択し、基準画像データの基準輪郭
データとして設定する。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　被検体に対する超音波の送受信によって収集された時系列的な画像データにおける臓器
の輪郭データに基づいて診断パラメータを計測する超音波診断装置において、
過去の超音波検査にて収集された画像データに対する複数の過去輪郭データが予め保管さ
れた輪郭データ記憶手段と、
前記被検体から収集された前記時系列的な画像データの中から選択された所定心拍時相に
おける第１の画像データの臓器境界に対し境界点を逐次指定あるいは更新する境界点指定
手段と、
前記境界点に対応した過去輪郭データを前記輪郭データ記憶手段に保管されている前記複
数の過去輪郭データの中から抽出する輪郭データ抽出手段と、
抽出された前記過去輪郭データを前記第１の画像データに重畳して表示する表示手段と、
前記境界点指定手段による境界点の追加指定あるいは更新に伴なって更新表示される前記
過去輪郭データの中から前記第１の画像データの臓器境界に好適な過去輪郭データを基準
輪郭データとして選択する輪郭データ選択手段と、
前記基準輪郭データが設定された前記第１の画像データとこの第１の画像データに後続す
る複数の第２の画像データとのトラッキング処理により前記第２の画像データの臓器境界
に対して輪郭データを設定するトラッキング処理手段と、
前記輪郭データに基づいて診断パラメータを計測する診断パラメータ計測手段とを
備えたことを特徴とする超音波診断装置。
【請求項２】
　前記輪郭データ抽出手段が前記第１の画像データに対して逐次指定あるいは更新した複
数の境界点に基づいて推定輪郭データを推定する輪郭データ推定手段を備え、前記表示手
段は、前記過去輪郭データと前記推定輪郭データを前記第１の画像データに重畳して表示
し、前記輪郭データ選択手段は、前記境界点指定手段による境界点の追加指定あるいは更
新に伴なって更新表示される前記過去輪郭データ及び前記推定輪郭データの中から前記第
１の画像データの臓器境界に好適な前記基準輪郭データを選択することを特徴とする請求
項１記載の超音波診断装置。
【請求項３】
　輪郭データ補正手段を備え、前記輪郭データ補正手段は、前記第１の画像データに重畳
表示された前記基準輪郭データの位置や形状を前記第１の画像データの臓器境界に対応さ
せて補正することを特徴とする請求項１記載の超音波診断装置。
【請求項４】
　被検体に対する超音波の送受信によって生成された画像データにおける臓器の輪郭デー
タに基づいて診断パラメータを計測する超音波診断装置において、
過去の超音波検査にて収集された画像データに対する複数の過去輪郭データが予め保管さ
れた輪郭データ記憶手段と、
前記被検体から収集された前記画像データの臓器境界に対し境界点を逐次指定あるいは更
新する境界点指定手段と、
前記境界点に対応した過去輪郭データを前記輪郭データ記憶手段に保管されている前記複
数の過去輪郭データの中から抽出する輪郭データ抽出手段と、
抽出された前記過去輪郭データを前記第１の画像データに重畳して表示する表示手段と、
前記境界点指定手段による境界点の追加指定あるいは更新に伴なって更新表示される前記
過去輪郭データの中から前記画像データの臓器境界に好適な過去輪郭データを基準輪郭デ
ータとして選択する輪郭データ選択手段と、
前記基準輪郭データに基づいて診断パラメータを計測する診断パラメータ計測手段とを
備えたことを特徴とする超音波診断装置。
【請求項５】
　前記輪郭データ抽出手段が前記画像データに対して逐次指定あるいは更新した複数の境
界点に基づいて推定輪郭データを推定する輪郭データ推定手段を備え、前記表示手段は、
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前記過去輪郭データと前記推定輪郭データを前記画像データに重畳して表示し、前記輪郭
データ選択手段は、前記境界点指定手段による境界点の追加指定あるいは更新に伴なって
更新表示される前記過去輪郭データ及び前記推定輪郭データの中から前記画像データの臓
器境界に好適な前記基準輪郭データを選択することを特徴とする請求項４記載の超音波診
断装置。
【請求項６】
　輪郭データ補正手段を備え、前記輪郭データ補正手段は、前記画像データに重畳表示さ
れた前記基準輪郭データの位置や形状を前記画像データの臓器境界に対応させて補正する
ことを特徴とする請求項４記載の超音波診断装置。
【請求項７】
　前記輪郭データ抽出手段は、前記境界点との位置ズレが所定の許容範囲に含まれる過去
輪郭データを前記輪郭データ記憶手段に保管された複数の過去輪郭データの中から抽出す
ることを特徴とする請求項１又は請求項４に記載した超音波診断装置。
【請求項８】
　前記輪郭データ記憶手段は、前記過去の超音波検査における検査情報を付帯情報とした
前記複数の過去輪郭データを保管し、前記輪郭データ抽出手段は、前記被検体の超音波検
査における検査情報と前記境界点指定手段が指定あるいは更新した境界点に基づいて前記
過去輪郭データを前記輪郭データ記憶手段に保管されている前記複数の過去輪郭データの
中から抽出することを特徴とする請求項１又は請求項４に記載した超音波診断装置。
【請求項９】
　前記輪郭データ推定手段は、前記複数の境界点に対し補間処理を適用して前記推定輪郭
データを推定することを特徴とする請求項２又は請求項５に記載した超音波診断装置。
【請求項１０】
　被検体に対する画像診断によって収集された時系列的な画像データにおける臓器の輪郭
データに基づいて診断パラメータを計測する診断パラメータ計測装置において、
過去の画像診断にて収集された画像データに対する複数の過去輪郭データが予め保管され
た輪郭データ記憶手段と、
前記被検体から収集された前記時系列的な画像データの中から選択された所定心拍時相に
おける第１の画像データの臓器境界に対し境界点を逐次指定あるいは更新する境界点指定
手段と、
前記境界点に対応した過去輪郭データを前記輪郭データ記憶手段に保管されている前記複
数の過去輪郭データの中から抽出する輪郭データ抽出手段と、
抽出された前記過去輪郭データを前記第１の画像データに重畳して表示する表示手段と、
前記境界点指定手段による境界点の追加指定あるいは更新に伴なって更新表示される前記
過去輪郭データの中から前記第１の画像データの臓器境界に好適な過去輪郭データを基準
輪郭データとして選択する輪郭データ選択手段と、
前記基準輪郭データが設定された前記第１の画像データとこの第１の画像データに後続す
る複数の第２の画像データとのトラッキング処理により前記第２の画像データの臓器境界
に対して輪郭データを設定するトラッキング処理手段と、
前記輪郭データに基づいて診断パラメータを計測する診断パラメータ計測手段とを
備えたことを特徴とする診断パラメータ計測装置。
【請求項１１】
　被検体に対する画像診断によって収集された時系列的な画像データにおける臓器の輪郭
データに基づいて診断パラメータを計測する診断パラメータ計測装置において、
過去の画像診断にて収集された画像データに対する複数の過去輪郭データが予め保管され
た輪郭データ記憶手段と、
前記被検体から収集された前記画像データの臓器境界に対し境界点を逐次指定あるいは更
新する境界点指定手段と、
前記境界点に対応した過去輪郭データを前記輪郭データ記憶手段に保管されている前記複
数の過去輪郭データの中から抽出する輪郭データ抽出手段と、
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抽出された前記過去輪郭データを前記第１の画像データに重畳して表示する表示手段と、
前記境界点指定手段による境界点の追加指定あるいは更新に伴なって更新表示される前記
過去輪郭データの中から前記画像データの臓器境界に好適な過去輪郭データを基準輪郭デ
ータとして選択する輪郭データ選択手段と、
前記基準輪郭データに基づいて診断パラメータを計測する診断パラメータ計測手段とを
備えたことを特徴とする診断パラメータ計測装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、被検体から収集された画像データにおける臓器の輪郭を抽出することにより
種々の診断パラメータの計測を可能とする超音波診断装置及び診断パラメータ計測装置に
関する。
【背景技術】
【０００２】
　医用画像診断は、近年のコンピュータ技術の発展に伴なって実用化されたＸ線ＣＴ装置
やＭＲＩ装置、更には超音波診断装置等によって急速な進歩を遂げ、今日の医療において
必要不可欠なものとなっている。超音波診断装置は、複数の振動素子が配列された超音波
プローブを用いて被検体の複数方向に対し超音波送受信を行ない、このとき得られた反射
波に基づいて生成した画像データをモニタ上に表示するものである。この装置は、超音波
プローブを被検体の体表面に接触させるだけの簡単な操作で体内の２次元画像や３次元画
像をリアルタイムで観測することができるため各種臓器の形態診断や機能診断に広く用い
られている。
【０００３】
　特に心臓などの組織における超音波診断では、その機能を客観的かつ定量的に評価する
ことが極めて重要とされており、心臓組織の運動機能（収縮能及び拡張能）や壁厚変化、
心臓内血流の速度や乱れ、心腔内の面積や容積等の計測結果に基づいて種々の機能診断が
行なわれている。これらの計測の１部は、従来、当該臓器の所定方向に対する超音波送受
信によって得られたＭモードデータを用いて行なわれてきた。又、近年では、時系列的に
得られた２次元画像データに対してパターンマッチング法を適用し、拍動時における心壁
の移動距離や移動速度、更には移動方向等を広範囲な領域において計測することにより心
機能の定量的評価を短時間かつ正確に行なう方法が提案されている（例えば、特許文献１
参照。）
　例えば、超音波診断装置により当該被検体から時系列的に得られた複数枚の画像データ
を用いて心臓壁厚の時間的変化を計測する場合、先ず、複数枚の画像データの中から選択
した基準画像データにおける心内膜及び心外膜の位置に基準輪郭データを設定する。次い
で、この基準画像データと他の時相における画像データとのパターンマッチングに基づく
トラッキング法を適用し、各時相の画像データにおける心内膜及び心外膜に対して輪郭デ
ータを自動設定する。そして、前記画像データの各々において設定された心内膜の輪郭デ
ータ及び心外膜の輪郭データに基づいて心臓壁厚の時間的変化を診断パラメータとして計
測している。
【特許文献１】特開２００４－３１３２９１号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　ところで、上述の基準画像データの心内膜及び心外膜に対する基準輪郭データの設定方
法として、例えば、画像データを２値化変換することにより輪郭を自動抽出する方法や、
操作者によって画像データ上の心内膜及び心外膜に指定された多くの境界点を補間処理す
ることにより輪郭データを生成する方法等が考えられるが、前者の方法によれば、心内膜
及び心外膜の輪郭を正確かつ安定して捉えることが困難であり、又、後者の方法によれば
、画像データの心内膜及び心外膜に対する境界点の指定に多くの時間を要し操作者の負担
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を増大させるという問題点を有していた。
【０００５】
　本発明は、上述の問題点に鑑みてなされたものであり、その目的は、被検体から収集さ
れた時系列的な画像データに対して設定した診断対象部位の輪郭データに基づいて各種診
断パラメータの計測を行なう際、設定精度を劣化させることなく短時間かつ容易に輪郭設
定することが可能な超音波診断装置及び診断パラメータ計測装置を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上記課題を解決するために、請求項１に係る本発明の超音波診断装置は、被検体に対す
る超音波の送受信によって収集された時系列的な画像データにおける臓器の輪郭データに
基づいて診断パラメータを計測する超音波診断装置において、過去の超音波検査にて収集
された画像データに対する複数の過去輪郭データが予め保管された輪郭データ記憶手段と
、前記被検体から収集された前記時系列的な画像データの中から選択された所定心拍時相
における第１の画像データの臓器境界に対し境界点を逐次指定あるいは更新する境界点指
定手段と、前記境界点に対応した過去輪郭データを前記輪郭データ記憶手段に保管されて
いる前記複数の過去輪郭データの中から抽出する輪郭データ抽出手段と、抽出された前記
過去輪郭データを前記第１の画像データに重畳して表示する表示手段と、前記境界点指定
手段による境界点の追加指定あるいは更新に伴なって更新表示される前記過去輪郭データ
の中から前記第１の画像データの臓器境界に好適な過去輪郭データを基準輪郭データとし
て選択する輪郭データ選択手段と、前記基準輪郭データが設定された前記第１の画像デー
タとこの第１の画像データに後続する複数の第２の画像データとのトラッキング処理によ
り前記第２の画像データの臓器境界に対して輪郭データを設定するトラッキング処理手段
と、前記輪郭データに基づいて診断パラメータを計測する診断パラメータ計測手段とを備
えたことを特徴としている。
【０００７】
　又、請求項４に係る本発明の超音波診断装置は、被検体に対する超音波の送受信によっ
て生成された画像データにおける臓器の輪郭データに基づいて診断パラメータを計測する
超音波診断装置において、過去の超音波検査にて収集された画像データに対する複数の過
去輪郭データが予め保管された輪郭データ記憶手段と、前記被検体から収集された前記画
像データの臓器境界に対し境界点を逐次指定あるいは更新する境界点指定手段と、前記境
界点に対応した過去輪郭データを前記輪郭データ記憶手段に保管されている前記複数の過
去輪郭データの中から抽出する輪郭データ抽出手段と、抽出された前記過去輪郭データを
前記第１の画像データに重畳して表示する表示手段と、前記境界点指定手段による境界点
の追加指定あるいは更新に伴なって更新表示される前記過去輪郭データの中から前記画像
データの臓器境界に好適な過去輪郭データを基準輪郭データとして選択する輪郭データ選
択手段と、前記基準輪郭データに基づいて診断パラメータを計測する診断パラメータ計測
手段とを備えたことを特徴としている。
【０００８】
　一方、請求項１０に係る本発明の診断パラメータ計測装置は、被検体に対する画像診断
によって収集された時系列的な画像データにおける臓器の輪郭データに基づいて診断パラ
メータを計測する診断パラメータ計測装置において、過去の画像診断にて収集された画像
データに対する複数の過去輪郭データが予め保管された輪郭データ記憶手段と、前記被検
体から収集された前記時系列的な画像データの中から選択された所定心拍時相における第
１の画像データの臓器境界に対し境界点を逐次指定あるいは更新する境界点指定手段と、
前記境界点に対応した過去輪郭データを前記輪郭データ記憶手段に保管されている前記複
数の過去輪郭データの中から抽出する輪郭データ抽出手段と、抽出された前記過去輪郭デ
ータを前記第１の画像データに重畳して表示する表示手段と、前記境界点指定手段による
境界点の追加指定あるいは更新に伴なって更新表示される前記過去輪郭データの中から前
記第１の画像データの臓器境界に好適な過去輪郭データを基準輪郭データとして選択する
輪郭データ選択手段と、前記基準輪郭データが設定された前記第１の画像データとこの第
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１の画像データに後続する複数の第２の画像データとのトラッキング処理により前記第２
の画像データの臓器境界に対して輪郭データを設定するトラッキング処理手段と、前記輪
郭データに基づいて診断パラメータを計測する診断パラメータ計測手段とを備えたことを
特徴としている。
【０００９】
　又、請求項１１に係る本発明の診断パラメータ計測装置は、被検体に対する画像診断に
よって収集された時系列的な画像データにおける臓器の輪郭データに基づいて診断パラメ
ータを計測する診断パラメータ計測装置において、過去の画像診断にて収集された画像デ
ータに対する複数の過去輪郭データが予め保管された輪郭データ記憶手段と、前記被検体
から収集された前記画像データの臓器境界に対し境界点を逐次指定あるいは更新する境界
点指定手段と、前記境界点に対応した過去輪郭データを前記輪郭データ記憶手段に保管さ
れている前記複数の過去輪郭データの中から抽出する輪郭データ抽出手段と、抽出された
前記過去輪郭データを前記第１の画像データに重畳して表示する表示手段と、前記境界点
指定手段による境界点の追加指定あるいは更新に伴なって更新表示される前記過去輪郭デ
ータの中から前記画像データの臓器境界に好適な過去輪郭データを基準輪郭データとして
選択する輪郭データ選択手段と、前記基準輪郭データに基づいて診断パラメータを計測す
る診断パラメータ計測手段とを備えたことを特徴としている。
【発明の効果】
【００１０】
　本発明によれば、被検体から収集された時系列的な画像データに対して設定した診断対
象部位の輪郭データに基づいて診断パラメータの計測を行なう際、設定精度を劣化させる
ことなく短時間かつ容易に輪郭データを設定することが可能となる。このため、診断効率
が向上するのみならず操作者の負担が軽減される。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１１】
　以下、図面を参照して本発明の実施例を説明する。
【実施例１】
【００１２】
　以下に述べる本発明の第１の実施例における超音波診断装置では、先ず、当該被検体に
対する超音波検査によって収集した時系列的な画像データを一旦保存する。次いで、保存
された時系列的な画像データの中から選択した所望心拍時相の基準画像データ（第１の画
像データ）における心内膜及び心外膜に対し境界点を逐次設定し、これらの境界点に基づ
いて収集した過去輪郭データと前記境界点に基づいて推定した推定輪郭データとを基準画
像データに重畳して表示する。次に、表示された複数の輪郭データの中から基準画像デー
タの心内膜及び心外膜に好適な輪郭データを基準輪郭データとして選択し、この基準輪郭
データが設定された基準画像データとこの基準画像データに後続する時系列的な複数の画
像データ（第２の画像データ）とのパターンマッチングにより第２の画像データの各々に
対し心内膜及び心外膜の輪郭データを設定する。そして、基準画像データに設定された基
準輪郭データ及び第２の画像データに設定された輪郭データの位置情報に基づいて心臓壁
厚の時間的変化を診断パラメータとして計測する。
【００１３】
　尚、本実施例では、当該被検体の心臓に対して時系列的に収集された複数枚のＢモード
画像データに基づいて心臓壁厚とその時間的変化を計測する場合について述べるが、診断
対象部位は心臓に限定されるものではなく、又、診断パラメータも心臓壁厚の時間的変化
に限定されない。
【００１４】
（装置の構成）
　本実施例における超音波診断装置の構成につき図１乃至図６を用いて説明する。尚、図
１は、超音波診断装置の全体構成を示すブロック図であり、図２は、この超音波診断装置
が備えた送受信部及び画像データ生成部のブロック図である。
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【００１５】
　図１に示した本実施例の超音波診断装置１００は、被検体の診断対象部位（心臓）に対
し超音波パルス（送信超音波）を送信し、この送信によって得られた超音波反射波（受信
超音波）を電気信号（受信信号）に変換する複数個（Ｎｘ個）の振動素子が配列された超
音波プローブ３と、当該被検体の所定方向に対して超音波パルスを送信するための駆動信
号を前記振動素子に供給し、この振動素子から得られた複数チャンネル（Ｎｘチャンネル
）の受信信号を整相加算する送受信部２と、整相加算後の受信信号を処理してＢモード画
像データ（以下では、画像データと呼ぶ。）を順次生成する画像データ生成部４と、この
画像データ生成部４によって生成された時系列的な画像データを保存する画像データ記憶
部５を備えている。
【００１６】
　又、超音波診断装置１００は、当該被検体あるいは他の被検体から収集された過去の画
像データに対して設定された各種の輪郭データ（以下では、過去輪郭データと呼ぶ。）が
予め保管されている輪郭データ記憶部６と、画像データ生成部４によって生成され後述の
表示部１１に表示された所定心拍時相（拡張末期）における基準画像データ（第１の画像
データ）の心内膜及び心外膜に対して好適な輪郭データを輪郭データ記憶部６に保管され
た複数の過去輪郭データの中から抽出する輪郭データ抽出部７と、表示部１１に表示され
た前記基準画像データの心内膜及び心外膜に対して後述の入力部１２が指定した複数の境
界点に基づき輪郭データ（以下では、推定輪郭データと呼ぶ。）を推定する輪郭データ推
定部８を備えている。
【００１７】
　更に、超音波診断装置１００は、上述の基準画像データとこの基準画像データに後続す
る時系列的な複数の画像データ（第２の画像データ）とのトラッキング処理により、基準
画像データの心内膜及び心外膜に対し基準輪郭データとして設定された上述の過去輪郭デ
ータあるいは推定輪郭データの位置を第２の画像データに対して追跡しこれら第２の画像
データにおける心内膜及び心外膜の輪郭データを設定するトラッキング処理部９と、心内
膜及び心外膜に対する基準輪郭データ及び複数の輪郭データの位置情報に基づいて心臓壁
厚の時間的変化を診断パラメータとして計測するパラメータ計測部１０と、時系列的な画
像データ、過去輪郭データ及び推定輪郭データ、更には、診断パラメータの計測結果等の
表示を行なう表示部１１と、各種検査情報の入力、基準画像データに対する境界点の指定
や基準輪郭データの選択等を行なう入力部１２と、上述の各ユニットを統括的に制御する
システム制御部１３を備えている。
【００１８】
　超音波プローブ３は、配列されたＮｘ個の図示しない振動素子を有する先端部を被検体
の体表に接触させて超音波の送受信を行なう。そして、超音波プローブ３に設けられた振
動素子の各々は、図示しないＮｘチャンネルの多芯ケーブルを介して送受信部２に接続さ
れている。振動素子は電気音響変換素子であり、送信時には電気パルス（駆動信号）を超
音波パルス（送信超音波）に変換し、又、受信時には超音波反射波（受信超音波）を電気
的な受信信号に変換する機能を有している。
【００１９】
　この超音波プローブ３には、セクタ走査対応、リニア走査対応、コンベックス走査対応
等があり、操作者は診断部位に応じて任意に選択することが可能である。本実施例では、
心臓の超音波検査を目的としたセクタ走査用の超音波プローブ３を用いる場合について述
べるが、リニア走査やコンベックス走査等に対応した超音波プローブであっても構わない
。
【００２０】
　次に、図２に示す送受信部２は、超音波プローブ３におけるＮｘ個の振動素子に対して
駆動信号を供給する送信部２１と、前記振動素子から得られたＮｘチャンネルの受信信号
に対して整相加算を行なう受信部２２を備えている。
【００２１】
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　送信部２１は、レートパルス発生器２１１と、送信遅延回路２１２と、駆動回路２１３
を備え、レートパルス発生器２１１は、送信超音波の繰り返し周期を決定するレートパル
スを生成して送信遅延回路２１２に供給する。送信遅延回路２１２は、Ｎｘチャンネルの
独立な遅延回路から構成され、送信超音波を所定の深さに集束するための遅延時間と所定
の方向に送信するための遅延時間をレートパルスに与え、このレートパルスを駆動回路２
１３に供給する。駆動回路２１３は、前記レートパルスに基づいてＮｘチャンネルの駆動
信号を生成し、これらの駆動信号を超音波プローブ３に内蔵されたＮｘ個の振動素子に供
給して被検体の体内に送信超音波を放射する。
【００２２】
　一方、受信部２２は、Ｎｘチャンネルから構成されるＡ／Ｄ変換器２２１及び受信遅延
回路２２２と、加算器２２３を備えており、振動素子から供給されたＮｘチャンネルの受
信信号は、Ａ／Ｄ変換器２２１にてデジタル信号に変換され、受信遅延回路２２２に送ら
れる。
【００２３】
　受信遅延回路２２２は、所定の深さからの受信超音波を集束するための遅延時間と、所
定方向に対して受信指向性を設定するための遅延時間をＡ／Ｄ変換器２２１から出力され
るＮｘチャンネルの受信信号の各々に与え、加算器２２３は、受信遅延回路２２２から出
力されるＮｘチャンネルの受信信号を加算合成する。即ち、受信遅延回路２２２と加算器
２２３により、所定方向から得られた受信信号は整相加算される。尚、受信遅延回路２２
２及び加算器２２３は、その遅延時間の制御によって複数方向からの受信超音波を同時に
受信する所謂並列同時受信を行なうことも可能である。
【００２４】
　次に、図２の画像データ生成部４は、受信部２２から出力される整相加算後の受信信号
に対し所定の処理を行なってＢモードデータを生成する信号処理部４１と、このＢモード
データを超音波の送受信方向に対応させて順次保存し画像データを生成するデータ記憶部
４２を備えている。そして、信号処理部４１は、受信部２２の加算器２２３から供給され
た整相加算後の受信信号を包絡線検波する包絡線検波器４１１と、包絡線検波された信号
の振幅を対数変換してＢモードデータを生成する対数変換器４１２を備えている。
【００２５】
　一方、データ記憶部４２は、被検体の所定断面における方向θ１乃至θＧに対し超音波
の送受信を行なって得られたＢモードデータを送受信方向に対応させて保存し画像データ
を生成する。尚、包絡線検波器４１１と対数変換器４１２は順序を入れ替えて構成しても
構わない。
【００２６】
　図１へ戻って、画像データ記憶部５は、画像データ生成部４のデータ記憶部４２から順
次供給される時系列的な複数枚の画像データを、図示ししない心電波形計測装置によって
計測された当該被検体の心拍時相情報や入力部１２から入力される検査情報と共に保存す
る。
【００２７】
　次に、輪郭データ記憶部６には、当該被検体や他の被検体に対する過去の超音波検査に
て収集された画像データの輪郭データが過去輪郭データとしてその検査情報と共に予め保
管されている。この場合の検査情報として、被検体情報や操作者情報、疾患名及び画像デ
ータ収集断面（例えば、長軸断面、短軸断面、２腔断面及び４腔断面）、検査年月日等が
あり、各種過去輪郭データの各々は、上述の検査情報を付帯情報として輪郭データ記憶部
６に保管されている。
【００２８】
　そして、輪郭データ抽出部７は、時系列的な画像データの中から選択され表示部１１に
表示された所定心拍時相（拡張末期）における基準画像データの心内膜及び心外膜に対し
て入力部１２が指定した複数個の境界点及び前記基準画像データに付加された当該被検体
の検査情報に基づき、これらの境界点に対応した１つあるいは複数の輪郭データを輪郭デ
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する。この場合、輪郭データ抽出部７は、基準画像データの心内膜及び心外膜に指定され
た複数の境界点の各々との位置ズレが予め設定された許容範囲に含まれる１つあるいは複
数の過去輪郭データを輪郭データ記憶部６に保管された複数の過去輪郭データの中から抽
出する。
【００２９】
　一方、輪郭データ推定部８は、同様にして表示部１１に表示された前記基準画像データ
の心内膜及び心外膜に対し入力部１２が指定した複数個の境界点の位置情報を補間処理し
て推定輪郭データを生成し表示部１１へ供給する。尚、この場合の補間処理法としてスプ
ライン補間処理が好適であるが、これに限定されない。
【００３０】
　図３は、表示部１１において基準画像データに重畳して表示される過去輪郭データ及び
推定輪郭データの具体例を示したものであり、図３（ａ）は、心臓の横断面を示す基準画
像データを、又、図３（ｂ）は、この基準画像データの心内膜に対し後述の入力部１２に
おける境界点指定部１２２が指定した３つの境界点Ｐ１乃至Ｐ３と、これらの境界点に基
づいて輪郭データ抽出部７が輪郭データ記憶部６から抽出した過去輪郭データＬ１及び前
記境界点に基づいて輪郭データ推定部８が推定した推定輪郭データＬ２を示している。尚
、図３（ｂ）では、輪郭データ抽出部７によって１つの過去輪郭データＬ１が抽出された
場合を示しているが、境界点Ｐ１乃至Ｐ３に対応する複数の過去輪郭データが輪郭データ
記憶部６に保存されている場合、これら複数の過去輪郭データは推定輪郭データＬ２と共
に表示部１１に同時表示される。
【００３１】
　そして、後述の入力部１２における輪郭データ選択部１２３により、表示部１１の基準
画像データに重畳表示された上述の過去輪郭データ及び推定輪郭データの中から基準画像
データに好適な輪郭データが基準輪郭データとして選択される。即ち、輪郭データ選択部
１２３により、基準画像データには図４に示すような心内膜の基準輪郭データＣｐｉ及び
心外膜の基準輪郭データＣｐｅが設定される。
【００３２】
　再び図１に戻って、トラッキング処理部９は、輪郭データ選択部１２３により心内膜及
び心外膜の基準輪郭データが設定された基準画像データＡ１とこの基準画像データに後続
して収集された所定期間（例えば、１心拍周期）における複数の第２の画像データＡ２乃
至ＡＮの各々とのパターンマッチングにより第２の画像データＡ２乃至ＡＮの各々に対し
心内膜及び心外膜の輪郭データを設定する。
【００３３】
　例えば、基準画像データの心内膜に設定された基準輪郭データに対して複数の関心点を
所定間隔で設定し、更に、これらの関心点の各々を中心とした２次元の相関領域を設定す
る。そして、この相関領域における画像情報（テンプレート）を最初の第２の画像データ
Ａ２に対して相対的に移動させながら相互相関演算を行ない、相関値が最大となる関心点
の移動方向及び移動距離を計測することにより第２の画像データＡ２に対する関心点の追
跡（トラッキング）を行なう。このようなトラッキング処理を基準画像データの基準輪郭
データに設定された関心点の各々に対して行ない、移動後の関心点の位置情報に基づいて
第２の画像データＡ２における心内膜の輪郭データを設定する。
【００３４】
　相互相関演算による輪郭データのトラッキング処理につき図５を用いて更に詳しく説明
する。図５（ａ）において、基準画像データＡ１に設定された輪郭データＣｐの関心点Ｑ
ｐを中心とする所定サイズＮｏ（Ｎｏ＝ＰＱ）のテンプレートＴｐの画素値をｆ１（ｐ、
ｑ）、第２の画像データＡ２の画素値をｆ２（ｐ、ｑ）とすれば、相互相関係数γ１２（
ｋ、ｓ）を下式（１）によって算出することにより第２の画像データＡ２における関心点
の位置情報を得ることができる。
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【数１】

【００３５】
　但し、上記Ｐ及びＱはテンプレートＴｐのｐ方向及びｑ方向における画素数であり、基
準画像データＡ１に設定した関心点ＱｐはテンプレートＴｐの略中央に位置する。この相
互相関演算の結果、図５（ｂ）に示すようにｋ＝ｋ１、ｓ＝ｓ１（図示せず）においてγ

１２（ｋ、ｓ）が最大値をもつ場合、基準画像データＡ１の輪郭データＣｐにおける関心
点Ｑｐは第２の画像データＡ２においてｐ方向にｋ１、ｑ方向にｓ１だけ移動しているこ
とを示す。尚、図５（ｂ）では説明を簡単にするためにパラメータｋに対してのみ示して
いるが、パラメータｓに対しても同様にして求めることができる。
【００３６】
　同様にして、基準画像データＡ１の輪郭データＣｐに設定された図示しない他の関心点
に対してもトラッキング処理を行ない、移動後の位置情報に基づいて第２の画像データＡ
２における輪郭データを設定する。更に、このようなトラッキング処理を第２の画像デー
タＡ２に後続する第２の画像データＡ３乃至ＡＮの各々に対して行なう。
【００３７】
　次に、図１に示したパラメータ計測部１０は、時系列的な画像データＡ１乃至ＡＮの心
内膜及び心外膜に設定された輪郭データの位置情報に基づいて心臓壁厚を計測する。そし
て、画像データＡ１乃至ＡＮの各々に対して得られた心臓壁厚の計測データをこれらの画
像データに付帯された当該被検体の心拍時相情報に対応させて図形化することにより、所
定期間における心臓壁厚の時間的変化を診断パラメータとして計測する。
【００３８】
　一方、表示部１１は、図示しない表示データ生成回路と変換回路とモニタを備えている
。前記表示データ生成回路は、基準画像データの心内膜及び心外膜に対し後述の入力部１
２における境界点指定部１２２が指定した複数の境界点に基づいて輪郭データ抽出部７が
輪郭データ記憶部６から抽出した過去輪郭データや輪郭データ推定部８が推定した推定輪
郭データを画像データ生成部４から供給される基準画像データに重畳して表示用データを
生成する。
【００３９】
　更に、前記表示データ生成回路は、過去輪郭データあるいは推定輪郭データの時間的変
化に基づいてパラメータ計測部１０が計測した診断パラメータの計測結果に基づいて表示
用データを生成する。この場合、上述のように診断パラメータの計測結果のみを用いて表
示用データを生成してもよいが、所定期間における時系列的な画像データＡ１乃至ＡＮと
診断パラメータの計測結果を合成して表示データを生成しても構わない。そして、前記変
換回路は、前記表示用データに対してＤ／Ａ変換とテレビフォーマット変換を行ない前記
モニタに表示する。
【００４０】
　次に、入力部１２は、表示パネルやキーボード、各種スイッチ、選択ボタン、マウス等
の入力デバイスを備えたインターラクティブなインターフェースであり、当該被検体の超
音波検査における各種検査情報（即ち、被検体情報や操作者情報、疾患名及び画像データ
収集断面、検査年月日等）を入力する検査情報入力部１２１、基準画像データの心内膜及
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び心外膜に対し境界点を指定する境界点指定部１２２、表示部１１において基準画像デー
タに重畳表示された１つあるいは複数の過去輪郭データや推定輪郭データの中から基準画
像データの心内膜及び心外膜に好適な輪郭データを基準輪郭データとして選択する輪郭デ
ータ選択部１２３及び基準画像データに重畳表示された上述の過去輪郭データ、推定輪郭
データ及び基準輪郭データの位置や形状を必要に応じて補正する輪郭データ補正部１２４
を備えている。
【００４１】
　更に、画像データ収集モードの選択、画像データの生成条件や表示条件の設定、基準画
像データの基準輪郭データに対する関心点の設定、診断パラメータの計測に際して画像デ
ータ記憶部５から読み出される画像データの画像枚数あるいは読み出し期間の設定、更に
は、各種コマンド信号の入力等が入力部１２に設けられた上述の入力デバイスを用いて行
なわれる。
【００４２】
　システム制御部１３は、図示しないＣＰＵと記憶回路を備え、前記記憶回路には入力部
１２の各ユニットにて入力／指定／選択／補正／設定された上述の各種情報が保存される
。そして、前記ＣＰＵは、上述の入力情報、指定情報、選択情報、補正情報及び設定情報
に基づいて超音波診断装置１００の各ユニットを制御し、時系列的な画像データの収集と
診断パラメータの計測を行なう。
【００４３】
　次に、本実施例の基準画像データに対する境界点の指定と、この境界点に基づいて前記
基準画像データに重畳表示される過去輪郭データ及び推定輪郭データの具体例につき図６
を用いて説明する。
【００４４】
　図６（ａ）は、境界点指定前の基準画像データ、図６（ｂ）は、前記基準画像データの
心内膜に対し２つの境界点（Ｐ１及びＰ２）が入力部１２の境界点指定部１２２によって
指定された場合の過去輪郭データＬ１ａ及び推定輪郭データＬ２ａ、又、図６（ｃ）は、
３つの境界点（Ｐ１乃至Ｐ３）が指定された場合の過去輪郭データＬ１ｂ及び推定輪郭デ
ータＬ２ｂを夫々示している。
【００４５】
　図６（ｂ）に示すように２つの境界点Ｐ１及びＰ２が基準画像データの心内膜に対して
指定された場合、これらの境界点に基づいて輪郭データ抽出部７が輪郭データ記憶部６か
ら抽出する過去輪郭データＬ１ａ及び輪郭データ推定部８が前記境界点に基づいて推定す
る直線状の推定輪郭データＬ２ａは、境界点の数が不十分なため心内膜の輪郭に一致して
いない。
【００４６】
　一方、図６（ｃ）に示すように３つの境界点Ｐ１乃至Ｐ３が基準画像データの心内膜に
対して指定された場合（即ち、境界点Ｐ３が追加指定された場合）、これら境界点Ｐ１乃
至Ｐ３に基づいて輪郭データ推定部８が推定した推定輪郭データＬ２ｂは、相変わらず心
内膜の輪郭に対し著しく乖離しているが、境界点Ｐ１乃至Ｐ３に基づいて輪郭データ抽出
部７が輪郭データ記憶部６から抽出した過去輪郭データＬ１ｂは心内膜の輪郭と略一致し
ている。
【００４７】
　このように過去輪郭データあるいは推定輪郭データの少なくとも何れかが心内膜の輪郭
と略一致した場合、入力部１２の輪郭データ選択部１２３は、表示部１１において基準画
像データに重畳表示された過去輪郭データ及び推定輪郭データの中から心内膜の輪郭と一
致した何れかの輪郭データを選択し、基準画像データの心内膜に対する基準輪郭データと
して設定する。
【００４８】
　尚、基準画像データに対する境界点Ｐ１乃至Ｐ３の指定によって得られた過去輪郭デー
タ及び推定輪郭データの何れもが心内膜の輪郭に一致しない場合、通常、一致した過去輪
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郭データあるいは推定輪郭データが得られるまで境界点Ｐ４、Ｐ５・・・が入力部１２の
境界点指定部１２２によって逐次指定されるが、心内膜の輪郭に一致していない過去輪郭
データあるいは推定輪郭データの形状や大きさを入力部１２の輪郭データ補正部１２４を
用いて補正することにより心内膜の輪郭に一致した輪郭データを生成してもよい。
【００４９】
（診断パラメータの計測手順）
　次に、本実施例における診断パラメータの計測手順につき図７のフローチャートに沿っ
て説明する。
【００５０】
　当該被検体に対する診断パラメータの計測に先立ち、超音波診断装置１００の操作者は
、入力部１２において当該被検体の超音波検査における検査情報の入力、画像データ収集
モードの選択、画像データの生成条件及び表示条件の設定等を行なう。本実施例では、画
像データ収集モードとして「２次元Ｂモード画像データ」を選択する場合について述べる
がこれに限定されない。そして、入力部１２にて入力された上述の情報は、システム制御
部１３の記憶回路に保存される（図７のステップＳ１）。
【００５１】
　上述の初期設定が終了したならば、操作者は、超音波プローブ３を被検体の体表に接触
させた状態で入力部１２より画像データの収集開始コマンドを入力し、このコマンド信号
がシステム制御部１３に供給されることにより、当該被検体に対する時系列的な画像デー
タの収集が開始される。
【００５２】
　画像データの収集に際し、図２に示した送信部２１のレートパルス発生器２１１は、シ
ステム制御部１３から供給された制御信号に従ってレートパルスを生成し送信遅延回路２
１２に供給する。送信遅延回路２１２は、送信において細いビーム幅を得るために所定の
深さに超音波を集束するための遅延時間と、最初の送受信方向θ１に超音波を送信するた
めの遅延時間を前記レートパルスに与え、このレートパルスをＮｘチャンネルの駆動回路
２１３に供給する。次いで、駆動回路２１３は、送信遅延回路２１２から供給されたレー
トパルスに基づいて所定の遅延時間を有した駆動信号を生成し、この駆動信号を超音波プ
ローブ３におけるＮｘ個の振動素子に供給して被検体の体内に送信超音波を放射する。
【００５３】
　放射された送信超音波の一部は、音響インピーダンスの異なる臓器境界面や組織にて反
射し、前記振動素子によって受信されてＮｘチャンネルの電気的な受信信号に変換される
。次いで、この受信信号は、受信部２２のＡ／Ｄ変換器２２１においてデジタル信号に変
換された後、Ｎｘチャンネルの受信遅延回路２２２において所定の深さからの受信超音波
を収束するための遅延時間と送受信方向θ１からの受信超音波に対し強い受信指向性を設
定するための遅延時間が与えられ、加算器２２３にて整相加算される。そして、整相加算
後の受信信号が供給された画像データ生成部４の信号処理部４１は、この受信信号に対し
て包絡線検波と対数変換を行なってＢモードデータを生成しデータ記憶部４２に保存する
。
【００５４】
　送受信方向θ１に対するＢモードデータの生成と保存が終了したならば、方向θ２乃至
θＧの各々に対し同様の手順で超音波の送受信を行ない、このとき得られたＢモードデー
タもデータ記憶部４２に保存される。即ち、データ記憶部４２では、方向θ１乃至θＧに
対する超音波の送受信に基づいて生成されたＢモードデータが送受信方向に対応して保存
されて画像データが生成され、得られた画像データは別途設置された図示しない心電波形
計測装置によって計測された当該被検体の心拍時相情報と共に画像データ記憶部５に保存
される。
【００５５】
　更に、方向θ１乃至θＧに対する超音波の送受信を繰り返すことにより時系列的な画像
データが生成され、これらの画像データも心拍時相情報と共に画像データ記憶部５に保存
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される。このとき、当該被検体の超音波検査に対する検査情報も前記時系列的な画像デー
タの付帯情報として画像データ記憶部５に保存される（図７のステップＳ２）。
【００５６】
　時系列的な画像データの生成と保存が終了したならば、操作者は、これらの画像データ
の中から所定心拍時相（拡張末期）の基準画像データＡ１とこの基準画像データＡ１に後
続する所定期間（例えば、１心拍周期）の第２の画像データＡ２乃至ＡＮを選択する（図
７のステップＳ３）。
【００５７】
　画像データＡ１乃至ＡＮの選択が終了したならば、表示部１１は、システム制御部１３
を介して入力部１２から供給された画像データ選択信号に基づいて基準画像データＡ１を
読み出し、自己のモニタに表示する。そして、この基準画像データＡ１を観察した操作者
は、入力部１２の境界点指定部１２２により基準画像データＡ１の心内膜及び心外膜に対
し２つあるいは３つの境界点を指定する（図７のステップＳ４）。
【００５８】
　そして、システム制御部１３を介してこれら境界点の位置情報及び上述の検査情報を受
信した輪郭データ抽出部７は、これらの情報に基づき基準画像データＡ１の心内膜及び心
外膜に好適な１つあるいは複数の過去輪郭データを輪郭データ記憶部６にて保管されてい
る複数の過去輪郭データの中から抽出し、表示部１１へ供給する（図７のステップＳ５）
。
【００５９】
　同様にして、システム制御部１３を介して境界点の位置情報を受信した輪郭データ推定
部８は、これら複数の境界点の位置情報を補間処理して推定輪郭データを生成し表示部１
１へ供給する（図７のステップＳ６）。
【００６０】
　次いで、表示部１１は、輪郭データ抽出部７から供給された過去輪郭データ及び輪郭デ
ータ推定部８から供給された推定輪郭データを基準画像データＡ１に重畳してモニタに表
示する（図７のステップＳ７）。そして、基準画像データＡ１に重畳表示された過去輪郭
データ及び推定輪郭データの中に基準画像データＡ１の心内膜及び心外膜に好適な輪郭デ
ータが存在する場合、操作者は、この好適な輪郭データを入力部１２の輪郭データ選択部
１２３を用いて選択し、基準画像データＡ１に対する基準輪郭データとして設定する（図
７のステップＳ８）。
【００６１】
　このとき、基準画像データＡ１の心内膜及び心外膜と基準輪郭データとの間に多少のズ
レがある場合、操作者は、入力部１２の輪郭データ補正部１２４により基準輪郭データの
形状や大きさを補正する。そして、輪郭データ選択部１２３によって選択された基準輪郭
データあるいは輪郭データ補正部１２４によって補正された基準輪郭データは、当該被検
体の過去輪郭データとして検査情報と共に輪郭データ記憶部６に保存される。
【００６２】
　一方、基準画像データＡ１に重畳表示された輪郭データの中に好適な輪郭データが存在
しない場合、基準画像データＡ１に対する境界点を追加あるいは更新しながら上述のステ
ップＳ４乃至Ｓ７を繰り返す。即ち、超音波診断装置１００の操作者は、入力部１２の境
界点指定部１２２において基準画像データＡ１の心内膜及び心外膜に対する境界点の追加
／更新を行ない、輪郭データ抽出部７及び輪郭データ推定部８は、追加後あるいは更新後
の境界点に基づいて過去輪郭データ及び推定輪郭データを更新する。そして、表示部１１
は輪郭データ抽出部７及び輪郭データ推定部８から供給された更新後の過去輪郭データ及
び推定輪郭データを基準画像データＡ１に重畳して自己のモニタに表示する（図７のステ
ップＳ４乃至Ｓ７）。
【００６３】
　上述のステップＳ８において基準画像データＡ１の心内膜及び心外膜に対する好適な輪
郭データの設定が終了したならば、トラッキング処理部９は、基準画像データＡ１とこの
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基準画像データＡ１に後続して収集された第２の画像データＡ２乃至ＡＮの各々とのパタ
ーンマッチングにより第２の画像データＡ２乃至ＡＮの各々に対し心内膜及び心外膜の輪
郭データを設定する（図７のステップＳ９）。
【００６４】
　次に、パラメータ計測部１０は、時系列的な画像データＡ１乃至ＡＮの心内膜及び心外
膜に対して設定された基準輪郭データ及び輪郭データの位置情報に基づいて心臓壁厚を計
測する。そして、画像データＡ１乃至ＡＮの各々において得られた心臓壁厚の計測データ
をこれらの画像データに付帯された当該被検体の心拍時相情報に対応させて図形化するこ
とにより、所定期間における心臓壁厚の時間的変化を診断パラメータとして計測し、この
計測結果を表示部１１のモニタに表示する（図７のステップＳ１０）。
【００６５】
　以上述べた本発明の第１の実施例によれば、被検体から時系列的に収集される画像デー
タに設定された心内膜及び心外膜の輪郭データに基づいて診断パラメータの計測を行なう
際、設定精度を劣化させることなく短時間かつ容易に輪郭データを設定することが可能と
なる。このため、診断効率が向上するのみならず操作者の負担が軽減される。
【００６６】
　特に、本実施例によれば、基準画像データの心内膜及び心外膜に対して逐次指定される
境界点に基づいた過去輪郭データ及び推定輪郭データが前記基準画像データに重畳表示さ
れるため、基準画像データに対して多くの境界点を指定することなく心内膜及び心外膜に
好適な輪郭データを得ることができる。
【００６７】
　又、基準画像データに重畳表示された過去輪郭データあるいは推定輪郭データの形状や
大きさを補正することにより更に正確な輪郭データを短時間で得ることが可能となる。
【００６８】
　更に、上述の実施例によれば、基準画像データの心内膜及び心外膜に重畳表示された過
去輪郭データ及び推定輪郭データの中から好適な輪郭データを基準輪郭データとして選択
しているため、輪郭データ記憶部に好適な過去輪郭データが存在しない場合には輪郭デー
タ推定部が生成した推定輪郭データに基づいて基準輪郭データを設定することができる。
従って、好適な過去輪郭データの有無に左右されることなく基準輪郭データを確実に設定
することが可能となる。
【実施例２】
【００６９】
　次に、本発明の第２の実施例について説明する。上述の第１の実施例では、超音波診断
装置１００が備えた送受信部２、超音波プローブ３及び画像データ生成部４を用いて当該
被検体の時系列的な画像データを収集し、この画像データの中から選択した所定期間の画
像データに基づいて診断パラメータ（心臓壁厚の時間的変化）を計測する場合について述
べたが、以下に述べる第２の実施例では、別途設置された画像診断装置から供給される時
系列的な画像データに基づいて各種診断パラメータを計測する診断パラメータ計測装置に
ついて述べる。
【００７０】
　即ち、本実施例における診断パラメータ計測装置では、ネットワーク等を介して画像診
断装置から供給される時系列的な画像データを一旦保存する。次いで、保存された時系列
的な画像データの中から選択した所望心拍時相の基準画像データ（第１の画像データ）に
おける心内膜及び心外膜に対し境界点を逐次設定し、これらの境界点に基づいて収集した
過去輪郭データと前記境界点に基づいて推定した推定輪郭データを基準画像データに重畳
して表示する。
【００７１】
　次に、表示された複数の輪郭データの中から基準画像データの心内膜及び心外膜に好適
な輪郭データを基準輪郭データとして選択し、この基準輪郭データが設定された基準画像
データとこの基準画像データに後続する時系列的な複数の画像データ（第２の画像データ
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）とのパターンマッチングにより第２の画像データの各々に対し心内膜及び心外膜の輪郭
データを設定する。そして、基準画像データ及び第２の画像データに設定された輪郭デー
タの位置情報に基づいて心臓壁厚の時間的変化を診断パラメータとして計測する。
【００７２】
　尚、本実施例でも、心臓壁厚の時間的変化を診断パラメータとして計測する場合につい
て述べるが、これに限定されるものではない。
【００７３】
（装置の構成）
　本実施例における診断パラメータ計測装置の全体構成につき図８のブロック図を用いて
説明する。但し、図８において、図１に示した超音波診断装置１００のユニットと略同一
の構成と機能を有するユニットは同一の符号を付加し詳細な説明は省略する。
【００７４】
　図８に示した本実施例の診断パラメータ計測装置２００は、別途設置された画像診断装
置からネットワークあるいは記憶媒体を介して供給された当該被検体の時系列的な画像デ
ータを一旦保存する画像データ記憶部５ａと、当該被検体あるいは他の被検体から収集さ
れた過去の画像データに対して設定された各種の輪郭データが予め保管されている輪郭デ
ータ記憶部６と、画像データ記憶部５ａから供給され後述の表示部１１ａに表示された所
定心拍時相（拡張末期）における当該被検体の基準画像データの心内膜及び心外膜に好適
な輪郭データを輪郭データ記憶部６に保管された各種の過去輪郭データの中から抽出する
輪郭データ抽出部７と、表示部１１ａに表示された前記基準画像データに対して後述の入
力部１２ａが設定した複数の境界点に基づき推定輪郭データを推定する輪郭データ推定部
８を備えている。
【００７５】
　更に、診断パラメータ計測装置２００は、上述の基準画像データとこの基準画像データ
に後続する時系列的な複数の第２の画像データとのトラッキング処理により、基準画像デ
ータの心内膜及び心外膜に対し基準輪郭データとして設定された上述の過去輪郭データあ
るいは推定輪郭データの位置を第２の画像データに対して追跡しこれら第２の画像データ
における心内膜及び心外膜の輪郭データを設定するトラッキング処理部９と、心内膜及び
心外膜に対する基準輪郭データ及び複数の輪郭データの位置情報に基づいて心臓壁厚の時
間的変化を診断パラメータとして計測するパラメータ計測部１０と、時系列的な画像デー
タ、過去輪郭データ及び推定輪郭データ、更には、診断パラメータの計測結果等の表示を
行なう表示部１１ａと、各種検査情報の入力、基準画像データに対する境界点の指定や基
準輪郭データの選択等を行なう入力部１２ａと、上述の各ユニットを統括的に制御するシ
ステム制御部１３ａを備えている。
【００７６】
　画像データ記憶部５ａは、別途設置された超音波診断装置、ＭＲＩ装置、Ｘ線ＣＴ装置
等の画像診断装置において生成されネットワークあるいは記憶媒体を介して供給された時
系列的な複数枚の画像データを、図示ししない心電波形計測装置等によって収集された心
拍時相情報と共に保存する。一方、輪郭データ記憶部６には、当該被検体や他の被検体に
対する超音波検査にて得られる画像データに対して設定された各種の輪郭データが過去輪
郭データとしてその検査情報と共に予め保管されている。
【００７７】
　輪郭データ抽出部７は、時系列的な画像データの中から選択され表示部１１ａに表示さ
れた所定心拍時相（拡張末期）における基準画像データの心内膜及び心外膜に対して入力
部１２ａが指定した複数個の境界点及び前記基準画像データに付加された当該被検体の検
査情報に基づき、これらの境界点に対応した１つあるいは複数の輪郭データを輪郭データ
記憶部６に予め保管されている過去輪郭データの中から抽出する。
【００７８】
　一方、輪郭データ推定部８は、同様にして表示部１１ａに表示された前記基準画像デー
タの心内膜及び心外膜に対して入力部１２ａが指定した複数個の境界点の位置情報を補間
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処理して推定輪郭データを生成する。
【００７９】
　トラッキング処理部９は、基準輪郭データが設定された基準画像データとこの基準画像
データに後続して得られた所定期間（例えば、１心拍周期）における複数の第２の画像デ
ータとのパターンマッチングにより第２の画像データの各々に対し心内膜及び心外膜の輪
郭データを設定し、パラメータ計測部１０は、時系列的な画像データＡ１乃至ＡＮの心内
膜及び心外膜に対し設定された輪郭データの位置情報に基づいて心臓壁厚の時間的変化を
診断パラメータとして計測する。
【００８０】
　一方、表示部１１ａは、輪郭データ抽出部７が輪郭データ記憶部６から抽出した過去輪
郭データや輪郭データ推定部８が推定した推定輪郭データを画像データ記憶部５ａから供
給される基準画像データに重畳して表示する。更に、表示部１１ａは、過去輪郭データあ
るいは推定輪郭データの時間的変化に基づいてパラメータ計測部１０が計測した診断パラ
メータの計測結果を表示する。
【００８１】
　次に、入力部１２ａは、当該被検体の超音波検査における検査情報を入力する検査情報
入力部１２１、基準画像データの心内膜及び心外膜に対し境界点を指定する境界点指定部
１２２、表示部１１ａにおいて基準画像データに重畳表示された１つあるいは複数の過去
輪郭データや推定輪郭データの中から基準画像データの心内膜及び心外膜に好適な輪郭デ
ータを基準輪郭データとして選択する輪郭データ選択部１２３及び基準画像データに重畳
表示された上述の過去輪郭データや推定輪郭データの位置や形状を補正する輪郭データ補
正部１２４を備えている。更に、基準画像データにおいて設定された輪郭データに対する
関心点の設定、診断パラメータの計測に際し画像データ記憶部５ａから読み出される時系
列的な画像データの画像数あるいは画像読み出し期間の設定、更には、各種コマンド信号
の入力等が入力部１２ａにて行なわれる。
【００８２】
　システム制御部１３ａは、図示しないＣＰＵと記憶回路を備え、前記記憶回路には入力
部１２ａの各ユニットにて入力／指定／選択／補正／設定された上述の各種情報が保存さ
れる。そして、前記ＣＰＵは、上述の入力情報、指定情報、選択情報、補正情報及び設定
情報に基づいて診断パラメータ計測装置２００の各ユニットを制御し、基準画像データに
対する輪郭データの設定と診断パラメータの計測を行なう。
【００８３】
　尚、本実施例における診断パラメータの計測手順は、図７に示した第１の実施例の計測
手順におけるステップＳ３乃至Ｓ１０と略同様であるため説明を省略する。
【００８４】
　以上述べた本発明の第２の実施例によれば、上述の第１の実施例と同様にして、被検体
から時系列的に収集される画像データに設定された心内膜及び心外膜の輪郭データに基づ
いて診断パラメータの計測を行なう際、設定精度を劣化させることなく短時間かつ容易に
輪郭データを設定することが可能となる。このため、診断効率が向上するのみならず操作
者の負担が軽減される。
【００８５】
　特に、本実施例によれば、基準画像データの心内膜及び心外膜に対して逐次指定される
境界点に基づいた過去輪郭データ及び推定輪郭データが前記基準画像データに重畳表示さ
れるため、基準画像データに対して多くの境界点を指定することなく心内膜及び心外膜に
好適な輪郭データを得ることができる。
【００８６】
　又、基準画像データに重畳表示された過去輪郭データあるいは推定輪郭データの形状や
大きさを補正することにより更に正確な輪郭データを短時間で得ることが可能となる。
【００８７】
　更に、上述の実施例によれば、基準画像データの心内膜及び心外膜に重畳表示された過
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去輪郭データ及び推定輪郭データの中から好適な輪郭データを基準輪郭データとして選択
しているため、輪郭データ記憶部に好適な過去輪郭データが存在しない場合には輪郭デー
タ推定部が生成した推定輪郭データに基づいて基準輪郭データを設定することができる。
従って、好適な過去輪郭データの有無に左右されることなく基準輪郭データを確実に設定
することが可能となる。
【００８８】
　一方、上述の第２の実施例における診断パラメータ計測装置は、別途設置された画像診
断装置からネットワーク等を介して供給された時系列的な画像データに対して正確な輪郭
データを短時間で設定することができるため、操作者は、時間や場所の制約をあまり受け
ることなく当該被検体に対する診断を効率よく行なうことが可能となる。
【００８９】
　以上、本発明の実施例について述べてきたが、本発明は、上述の実施例に限定されるも
のではなく、変形して実施することが可能である。例えば、上述の第１の実施例では、当
該被検体の心臓に対して時系列的に収集された複数枚のＢモード画像データに基づいて輪
郭データの設定と心臓壁厚の時間的変化を計測する場合について述べたが、カラードプラ
画像データ等の他の画像データに基づいて輪郭データの設定や診断パラメータの計測を行
なってもよい。
【００９０】
　又、上述の第１の実施例及び第２の実施例では、心臓の拡張末期に収集された画像デー
タを基準画像データとして選択したが、他の心拍時相における画像データを基準画像デー
タとして選択してもよい。又、補間処理法としてスプライン処理法を、又、トラッキング
法としてパターンマッチング法を適用する場合について述べたが、他の補間処理法やトラ
ッキング法を適用してもよい。更に、２次元画像データに設定された輪郭データに基づい
て診断パラメータを計測する場合について述べたが、３次元画像データやBi-plane画像デ
ータ（直交する２断面の画像データ）に設定された輪郭データに基づいて診断パラメータ
を計測しても構わない。
【００９１】
　一方、本発明における診断パラメータは、上述の第１の実施例及び第２の実施例にて述
べた心臓壁厚の時間的変化に限定されるものではなく、例えば、心臓壁の捻れ情報や僧坊
弁等の運動情報、更には、心腔内面積の時間的変化等であってもよく、診断対象部位は心
臓以外の臓器であっても構わない。
【００９２】
　尚、上述の第１の実施例及び第２の実施例では、時系列的な画像データの各々に設定さ
れた輪郭データの時間的変化に基づいて診断パラメータを計測する場合について述べたが
、これに限定されるものではなく、例えば、所定心拍時相の画像データに設定された輪郭
データに基づいて心臓壁厚や心腔内面積等の診断パラメータを計測してもよい。
【図面の簡単な説明】
【００９３】
【図１】本発明の第１の実施例における超音波診断装置の全体構成を示すブロック図。
【図２】同実施例の超音波診断装置が備える送受信部及び画像データ生成部の具体的な構
成を示すブロック図。
【図３】同実施例の表示部にて基準画像データに重畳表示される過去輪郭データ及び推定
輪郭データの具体例を示す図。
【図４】同実施例の基準画像データに設定される心内膜及び心外膜の基準輪郭データを示
す図。
【図５】同実施例の輪郭データに対するトラッキング処理を説明するための図。
【図６】同実施例の基準画像データに対する境界点の設定とこの境界点に基づいて基準画
像データに重畳表示される過去輪郭データ及び推定輪郭データを示す図。
【図７】同実施例における診断パラメータの計測手順を示すフローチャート。
【図８】本発明の第２の実施例における診断パラメータ計測装置の全体構成を示すブロッ
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【符号の説明】
【００９４】
２…送受信部
２１…送信部
２１１…レートパルス発生器
２１２…送信遅延回路
２１３…駆動回路
２２…受信部
２２１…Ａ／Ｄ変換器
２２２…受信遅延回路
２２３…加算器
３…超音波プローブ
４…画像データ生成部
４１…信号処理部
４１１…包絡線検波器
４１２…対数変換器
４２…データ記憶部
５、５ａ…画像データ記憶部
６…輪郭データ記憶部
７…輪郭データ抽出部
８…輪郭データ推定部
９…トラッキング処理部
１０…パラメータ計測部
１１、１１ａ…表示部
１２、１２ａ…入力部
１２１…検査情報入力部
１２２…境界点指定部
１２３…輪郭データ選択部
１２４…輪郭データ補正部
１３、１３ａ…システム制御部
１００…超音波診断装置
２００…診断パラメータ計測装置
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